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文
の
し
お
り
園
田
学
園
女
子
大
学
所
蔵
「
加
納
諸
平
・
伴
信
友
往
復
書
簡
」
関
西
大
学
図
書
館
手
紙
を
読
む
会
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
三
号
に
収
載
す
る
『
関
西
大
学
所
蔵
「
加
納
諸
平
翁
消
息
文
」
に
つ
い
て
』
の
中
に
、
今
回
紹
介
す
る
園
田
学
園
女
子
大
学
所
蔵
の
「
加
納
諸
平
・
伴
信
友
往
復
書
簡
」
（
園
田
本
）
に
関
し
て
森
繁
夫
の
識
語
を
中
心
に
案
内
し
た
。
森
繁
夫
は
、
こ
の
手
紙
の
あ
る
事
項
の
場
合
、
既
に
引
用
掲
載
し
た
書
物
が
あ
る
と
述
べ
て
い
(
l
}
 
る
。
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
は
、
以
前
に
森
敬
三
の
「
加
納
諸
平
に
就
い
て
」
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
た
。
森
繁
夫
が
識
語
を
書
い
た
の
は
昭
和
―
一
年
六
月
で
あ
る
が
、
そ
の
後
(
2
)
 
に
発
表
し
た
村
松
千
恵
子
の
「
加
納
諸
平
」
に
も
前
者
同
様
、
鮫
玉
集
に
関
す
る
事
項
の
引
用
が
見
受
け
ら
れ
る
。
(3) 
し
か
し
、
先
行
文
献
の
―
つ
で
あ
る
「
現
代
名
家
の
諸
平
歌
観
」
を
見
る
と
、
加
納
諸
平
は
香
川
景
樹
、
賀
茂
真
淵
等
に
比
べ
て
余
り
遜
色
の
な
い
近
世
に
お
け
る
出
色
あ
る
一
種
の
歌
人
で
あ
る
と
認
め
た
雑
誌
記
者
が
諸
名
家
に
そ
の
歌
観
を
尋
ね
歩
い
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
諸
平
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
い
と
の
結
果
に
驚
く
と
共
に
遺
憾
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
諸
平
・
信
友
の
往
復
書
簡
は
両
人
を
研
究
す
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
は
今
更
語
る
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
前
回
に
引
き
続
き
園
田
本
を
翻
刻
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
に
つ
い
て
書
簡
中
、
二
月
二
五
日
付
け
の
信
友
の
手
紙
に
対
す
る
返
事
が
延
引
し
た
事
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
条
が
あ
る
。
「
野
生
不
幸
に
し
て
」
は
不
幸
以
下
を
朱
で
消
し
、
そ
の
後
は
切
り
取
ら
れ
、
別
料
紙
を
貼
り
付
け
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
此
中
間
の
悲
し
き
事
ハ
切
と
り
申
候
。
其
他
例
之
拙
答
二
御
座
候
。
先
々
当
時
御
安
泰
珍
重
奉
存
候
。
」
と
あ
る
。
諸
平
が
書
い
た
延
引
理
由
を
信
友
は
何
故
切
り
取
っ
た
の
か
、
量
的
に
は
何
行
あ
っ
た
の
か
、
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
今
で
は
そ
れ
ら
を
正
確
に
知
り
得
る
手
段
が
見
当
た
ら
な
い
の
は
大
変
残
念
で
あ
る
。
た
だ
、
切
り
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
の
内
容
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
諸
平
の
身
辺
に
纏
わ
る
重
大
な
顛
末
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
と
推
量
し
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
諸
平
と
い
え
ば
、
紀
州
藩
政
の
争
い
に
よ
り
毒
を
盛
ら
れ
た
事
が
あ
る
の
で
、
『
南
紀
徳
川
史
』
を
調
べ
た
が
、
定
か
で
な
い
。
園
田
本
が
書
か
れ
た
の
は
森
繁
夫
が
言
う
よ
(4) 
う
に
、
天
保
一
四
年
に
間
違
い
な
い
。
「
加
納
諸
平
年
表
」
を
見
る
と
、
弘
化
四
年
の
項
に
「
前
年
よ
り
こ
の
年
に
か
け
、
紀
州
藩
政
の
紛
糾
に
原
因
し
て
同
志
の
間
に
誤
解
を
生
ず
。
こ
の
た
め
、
十
二
月
、
諸
平
は
伊
達
千
広
邸
に
於
て
、
長
沢
伴
雄
に
毒
を
盛
ら
れ
、
た
め
に
、
こ
れ
よ
り
数
年
、
失
心
風
（
精
神
病
）
を
病
む
。
」
と
あ
り
、
こ
の
年
が
間
違
い
な
い
と
す
れ
ば
、
毒
殺
未
遂
の
件
は
年
代
が
違
う
こ
と
に
な
る
。
諸
平
の
周
辺
に
は
そ
の
外
、
種
々
の
事
柄
が
起
き
て
は
い
る
が
、
信
友
が
悲
し
き
こ
と
と
し
て
nド
コ
」
u
-――-n 
請
求
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園
田
学
園
女
子
大
学
図
書
館
印
紫
水
登
録
番
号
0
九
八
二
三
―
二
巻
子
本
誌
園田学園女f大学所蔵「1JI納諸平・ 1半侶友往復書簡」について
切
り
取
る
程
の
も
の
で
は
な
い
。
や
は
り
、
文
政
七
年
紀
州
藩
主
十
代
徳
川
治
宝
の
隠
居
に
よ
り
始
ま
る
紀
州
藩
政
の
争
い
に
関
わ
る
こ
と
と
思
料
す
る
の
が
最
も
妥
当
と
言
え
る
が
、
果
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
ほ
か
、
こ
の
書
簡
に
は
森
繁
夫
の
識
語
に
あ
る
よ
う
に
、
皇
漢
学
の
こ
と
、
歌
学
の
こ
と
、
性
霊
の
こ
と
、
鮫
董
集
の
こ
と
よ
り
時
代
人
の
動
静
な
ど
に
も
及
ん
で
い
る。
類
題
鰊
玉
集
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
既
に
四
編
ま
で
が
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、
特
に
四
絹
が
最
古
回
に
売
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
歌
は
良
い
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
有
様
が
信
友
の
返
書
に
見
え
る
。
海
上
胤
平
が
「
世
間
で
は
鰊
玉
集
は
諸
平
が
当
時
の
歌
人
の
歌
の
中
か
ら
悪
い
の
は
捨
て
自
分
の
好
尚
に
適
つ
た
秀
ぐ
れ
た
も
の
計
り
選
び
集
め
た
様
に
思
つ
て
居
る
け
れ
ど
も
之
れ
は
当
時
歌
を
集
め
た
事
情
を
知
ら
む
の
で
大
に
間
違
っ
て
居
り
ま
す
。
尤
も
よ
い
歌
も
大
分
有
り
ま
す
が
中
に
は
随
分
く
だ
ら
な
い
ま
づ
い
歌
も
沢
山
這
入
て
居
り
ま
す
。
（
中
略
）
鮫
玉
集
を
撰
ん
だ
時
は
国
々
か
ら
此
の
三
度
飛
脚
に
托
し
て
詠
草
を
送
っ
て
来
た
も
の
で
送
る
も
の
も
集
む
る
方
も
容
易
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
（
中
略
）
歌
の
中
に
は
ま
づ
い
の
も
有
つ
て
一
体
か
ら
云
へ
ば
取
る
価
値
は
無
い
の
で
有
っ
た
が
折
角
遥
々
一
通
り
な
ら
ぬ
事
を
し
て
送
っ
て
来
た
も
の
を
捨
て
る
の
も
気
の
毒
で
有
る
と
云
つ
て
人
情
上
か
ら
取
っ
て
の
せ
た
の
(5) 
も
沢
山
有
り
ま
し
た
。
」
と
当
時
の
編
集
方
針
、
郵
便
事
情
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
殊
に
四
編
で
は
三
編
ま
で
の
編
集
と
違
い
、
新
進
歌
人
の
応
募
作
品
を
選
集
し
た
結
果
、
玉
石
混
滑
に
な
っ
た
の
も
止
む
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
(6-
信
友
の
著
述
に
は
一
徹
な
ま
で
の
尚
古
主
義
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
彼
と
文
通
し
て
教
示
を
得
て
い
る
国
学
者
は
多
い
。
諸
平
の
友
人
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
毒
殺
計
画
に
加
担
し
た
長
沢
伴
雄
も
そ
の
一
人
で
、
『
伴
信
友
(7) 
来
翰
集
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
書
簡
の
内
容
は
時
代
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
諸
平
の
そ
れ
と
大
変
似
か
よ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
皇
漢
学
に
つ
い
て
、
諸
平
は
、
皇
国
学
に
志
す
人
は
少
な
く
な
り
、
国
家
の
大
体
を
論
じ
、
治
乱
の
議
論
を
致
す
の
も
皆
漢
学
者
で
、
れ
つ
き
と
し
た
国
学
者
で
も
儒
書
の
講
釈
、
論
語
、
孟
子
に
携
わ
り
、
内
職
に
歌
を
教
え
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
が
、
伴
雄
も
皇
国
に
つ
い
て
自
ら
の
考
え
を
述
べ
、
(
3
)
 
(
4
)
 
注
(
1
)
 
(2) 
二
七
七
ー
ニ
九
六
頁
1
0
ー
六
(
8
-
「
漢
様
の
復
古
は
イ
ヤ
な
る
事
也
。
」
と
嘆
い
て
い
る
。
諸
平
は
頼
山
陽
の
「
日
本
政
記
』
に
大
変
関
心
を
示
し
、
国
学
者
で
あ
る
本
居
宣
長
は
気
に
入
ら
ず
罵
っ
て
い
る
の
に
反
し
て
、
仁
井
田
源
一
郎
等
は
感
心
し
て
神
代
よ
り
始
め
て
通
史
の
執
筆
に
励
ん
で
い
る
旨
を
伝
え
る
と
同
時
に
、
信
友
の
方
で
は
ど
の
よ
う
な
反
響
か
を
質
し
て
い
る
。
当
時
、
漢
学
家
は
皇
国
を
学
ぶ
者
よ
り
優
位
に
た
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
事
程
左
様
に
当
時
の
人
々
の
動
向
に
つ
い
て
は
諸
平
、
伴
雄
か
ら
の
情
報
が
信
友
へ
伝
わ
り
、
そ
の
応
答
あ
る
い
は
新
た
な
情
報
が
信
友
か
ら
両
人
に
伝
達
さ
れ
る
な
ど
、
彼
等
に
関
係
す
る
周
辺
の
人
達
の
動
き
は
書
簡
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
因
み
に
天
保
一
四
年
の
両
人
の
手
紙
を
見
る
と
、
浦
添
王
子
の
こ
と
、
山
田
清
安
、
穂
井
田
忠
友
、
平
田
篤
胤
等
に
つ
い
て
、
同
様
の
話
題
を
互
い
に
や
り
と
り
し
て
い
る
模
様
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。
以
上
の
ほ
か
に
、
諸
平
の
枕
草
紙
校
異
、
死
に
神
に
関
す
る
問
い
掛
け
と
そ
れ
に
応
え
る
信
友
の
考
え
等
々
も
、
今
ま
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
諸
平
、
信
友
の
研
究
書
な
ど
に
見
当
た
ら
な
い
新
事
実
を
見
出
す
切
っ
掛
け
に
も
な
り
得
る
の
で
は
と
書
簡
の
持
つ
意
義
の
深
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
次
第
で
あ
る
。
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
園
田
本
の
翻
刻
を
御
承
認
下
さ
っ
た
園
田
学
園
女
子
大
学
図
書
館
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
関
西
大
学
図
書
館
手
紙
を
読
む
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
森
川
彰
（
助
言
者
）
、
大
国
克
子
、
池
尻
孝
子
、
大
塚
千
歳
、
長
谷
章
子
、
八
尾
奈
緒
美
、
田
中
純
子
、
布
川
香
織
「
国
語
と
国
文
学
」
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•
尚
々
出E
lま
た
は
追
而
沓
な
と
は
二
字
下
げ
と
し
た
。
・
ロ
は
判
読
不
能
を
示
す
。
•
字
数
・
行
数
は
原
形
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
信
友
の
返
書
は
朱
字
に
代
え
活
字
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
た
。
•
本
文
に
は
句
読
点
を
施
し
た
。
•
踊
り
字
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
而
（
て
•
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
片
仮
名
及
び
平
仮
名
を
用
い
、
変
休
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
•
真
仮
名
及
び
仮
名
の
合
体
字
の
う
ち
、
次
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
•
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
領
に
従
っ
た
。
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〔書簡の末尾部分〕
園田学園女子大学所蔵「加納諸平・伴信友往復普簡」について
琴
と
れ
は
歎
先
た
っ
と
か
古
の
歌
に
は
見
え
侍
る
を
、
拙
は
筆
と
れ
ハ
慨
言
先
た
ち
候
付
、
打
絶
而
御
無
音
申
上
候
事
は
心
に
か
、
り
な
か
ら
怠
か
ち
な
る
を
秘
而
意
外
に
御
疎
濶
二
罷
過
候
処
、
二
月
廿
五
日
之
賜
書
神
前
保
庫
な
伝
達
、
即
御
答
を
と
乍
存
延
引
致
候
は
別
儀
二
あ
ら
す
。
野
生
一
ハ
一
立
に
し
て
此
中
間
の
悲
し
き
事
ハ
切
と
り
申
候
。
其
他
例
之
拙
答
二
御
座
候
c
先
々
当
時
御
安
泰
珍
璽
奉
存
候
。
鮫
玉
集
は
次
第
二
天
下
一
流
二
大
中
り
先
ツ
ハ
珍
重
々
々
。
実
二
二
十
一
代
ヲ
推
シ
可
申
候
。
と
ふ
そ
行
れ
候
二
や
。
是
迄
の
板
本
も
よ
く
よ
く
御
選
集
と
奉
存
候
。
小
子
ナ
ト
ノ
目
ニ
テ
ハ
中
等
位
ノ
斑
二
而
も
、
売
れ
候
よ
し
書
婢
よ
り
追
々
―
―
―
-
．
首
見
候
二
も
、
よ
く
心
ヲ
入
候
ヲ
ハ
一
度
又
二
度
卜
良
埒
ニ
テ
ノ
意
沙
汰
有
之
、
歌
ハ
諸
国
よ
り
追
々
ハ
得
か
ね
候
。
足
下
之
御
カ
ハ
天
下
無
比
と
御
な
り
候
ハ
ん
と
奉
存
候
。
あ
つ
ま
り
、
始
よ
り
の
草
稿
と
も
追
啓
う
れ
し
き
に
さ
へ
お
つ
る
涙
を
さ
も
こ
そ
と
せ
き
あ
へ
ぬ
か
な
お
い
か
よ
の
此
は
し
め
の
一
く
た
り
を
よ
ミ
さ
し
て
す
な
ハ
ち
ょ
ミ
侍
る
、
か
す
め
テ
も
心
入
候
欺
゜
余
り
打
と
け
過
候
へ
と
も
御
海
恕
、
御
一
過
後
御
引
や
り
可
被
下
候
。
出
放
題
と
被
申
給
候
御
批
言
の
か
へ
り
よ
ミ
も
不
仕
候
。
狭
き
家
に
満
斗
に
候
。
昨
年
悪
埒
ヲ
見
そ
ん
し
玉
へ
候
二
似
た
り
。
更
々
私
ハ
な
し
と
云
候
。
此
小
亭
も
野
子
一
人
の
カ
ニ
あ
ら
す
、
社
友
五
十
人
斗
か
た
み
に
い
さ
、
か
っ
:
助
な
し
て
建
た
る
也
。
依
之
五
集
ヘ
専
打
か
、
り
可
申
筈
候
処
、
前
条
之
次
第
に
て
ツ
イ
延
引
、
且
数
十
万
首
の
事
故
中
々
急
二
は
参
ら
す
、
因
州
飯
田
年
平
も
久
々
滞
留
に
て
手
伝
居
申
候
。
大
か
た
日
々
鰻
玉
へ
入
ら
ま
ほ
し
と
の
詠
草
飛
脚
の
持
来
ら
ぬ
事
ハ
な
き
ほ
と
二
御
座
候
。
近
年
二
至
り
候
而
は
ふ
し
ぎ
に
も
お
も
ふ
斗
世
に
行
れ
、
御
改
革
二
而
は
事
故
、
大
坂
二
而
も
京
二
而
も
、
等
類
之
書
出
来
、
彼
集
之
埒
と
も
抜
書
何
く
れ
と
発
板
な
れ
と
も
夫
も
さ
は
り
な
く
行
れ
候
と
の
事
二
御
座
候
。
九
州
よ
り
山
陽
、
権
現
様
も
の
出
板
ノ
7
も
イ
カ
ニ
ソ
ャ
ト
存
候
。
も
と
儒
学
ハ
ラ
也
。
ロ
一
徳
一
失
と
存
候
事
御
座
候
。
い
か
な
る
本
も
勝
手
次
第
二
ほ
り
候
盛
哉
／
＼
｀
二
わ
か
ち
て
詠
草
を
入
置
申
候
。
転
宅
後
庭
の
開
地
へ
書
斎
め
き
た
る
一
小
亭
を
建
て
、
五
畿
七
道
併
乍
恐
御
心
つ
か
れ
御
選
集
二
候
。
水
野
公
も
気
の
り
二
而
四
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む
つ
か
し
き
も
の
二
相
成
申
候
。
其
内
、
山
陰
、
北
陸
、
畿
内
い
つ
こ
か
歌
＼
不
知
々
々
メ
、
シ
ク
ナ
ル
ヘ
シ
。
ア
、
な
ら
さ
る
国
ハ
な
し
と
相
見
え
候
。
皇
国
学
二
志
候
人
は
年
々
歳
々
然
任
儒
仏
家
オ
ノ
ッ
カ
ラ
カ
プ
レ
申
候
。
コ
レ
甚
恐
悦
に
少
く
相
見
え
申
候
。
夫
も
少
し
博
く
よ
み
候
と
お
ほ
し
き
は
古
学
者
二
あ
ら
す
、
古
学
を
か
た
く
な
ニ
ア
シ
カ
ビ
聴
候
テ
見
セ
シ
オ
ク
ヘ
し
甚
可
憎
々
々
事
と
い
ヘ
ハ
メ
ッ
タ
無
上
ニ
ソ
シ
リ
候
而
己
と
義
門
流
の
て
に
を
ハ
此
字
ア
ル
論
ハ
学
皆
非
0
0
 
口
伝
に
て
口
糊
を
致
し
候
而
己
に
て
、
国
家
之
大
体
を
論
し
治
乱
の
議
論
を
致
候
は
皆
漢
学
者
二
御
座
候
。
甚
し
き
ハ
尾
張
国
植
松
茂
岳
、
中
尾
義
稲
儒
書
之
講
尺
、
（
此
仁
不
承
候
。
論
語
、
孟
子
二
打
か
:
り
内
職
二
モ
ハ
ヤ
仕
官
ノ
上
無
之
然
欺
。
彼
四
書
学
ハ
名
目
斗
二
在
之
候
。
班
を
、
し
へ
候
よ
し
二
御
座
候
。
平
田
篤
胤
の
な
り
ゆ
き
以
来
、
大
分
自
業
自
得
弊
ナ
ル
ヘ
し
。
と
な
へ
候
も
の
は
何
か
神
代
巻
を
種
々
に
解
な
し
て
、
漢
の
と
か
申
書
を
あ
ら
ハ
し
、
鈴
屋
翁
カ
レ
ラ
カ
目
ニ
ハ
一
理
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
等
は
罪
人
の
如
く
の
：
し
り
た
て
た
る
書
あ
り
と
そ
。
然
れ
と
も
其
国
同
論
カ
ラ
ハ
理
窟
上
ハ
エ
テ
理
り
也
。
コ
レ
カ
過
候
卜
云
事
也
。
家
の
沿
革
を
論
し
候
事
と
も
大
二
よ
ろ
し
き
よ
し
、
仁
井
田
源
一
郎
等
感
心
致
居
候
。
御
地
二
而
此
山
陽
学
大
二
流
行
候
哉
。
彼
著
書
追
々
出
板
や
ん
こ
と
な
き
あ
た
り
二
而
も
御
取
用
ゐ
の
よ
し
二
御
座
候
。
源
一
郎
も
五
人
斗
手
伝
を
い
れ
て
神
代
よ
り
は
し
め
て
通
史
と
申
も
の
命
二
か
け
て
い
そ
し
み
居
、
メ
テ
タ
カ
ル
ヘ
ク
候
。
他
大
分
お
も
し
ろ
け
二
御
座
候
。
外
国
此
国
卜
申
ハ
似
け
な
く
候
へ
と
も
小
子
か
残
桜
記
、
中
外
経
緯
伝
、
竹
栄
秘
抄
、
松
藤
靡
、
に
も
漢
学
家
に
ハ
さ
る
類
も
追
々
長
柄
山
風
、
高
橋
氏
文
考
、
神
社
私
考
、
藩
神
考
、
験
杉
、
瀬
見
小
川
聞
え
申
候
へ
と
も
、
我
輩
二
而
は
承
な
と
頗
微
意
を
申
し
蔵
メ
而
、
素
な
儒
仏
之
こ
と
き
立
派
ノ
道
ハ
此
方
二
無
之
候
。
及
不
申
候
。
た
、
ひ
た
す
ら
に
皇
国
固
有
之
神
道
二
成
掛
り
候
。
趣
意
弁
へ
て
儒
仏
ヲ
御
ス
ル
か
。
此
方
ノ
道
と
も
を
学
ふ
志
候
人
ハ
学
事
な
く
可
申
無
名
之
大
道
ナ
レ
ハ
、
実
ハ
凡
庸
之
小
人
之
可
行
不
可
令
行
と
も
太
徳
九
郎
頼
山
陽
襄
と
申
も
の
政
記
五
園田学園女子大学所蔵「加納諸平・伴信友往復書簡」について
門
人
二
而
昨
年
穂
井
田
忠
友
同
道
遠
遊
の
よ
し
名
ハ
高
く
承
候
仁
也
。
漢
学
家
の
も
の
笑
ひ
二
相
成
候
可
申
敷
。
此
意
味
頓
と
申
つ
く
し
か
た
し
。
先
々
他
二
御
疑
な
く
御
励
精
も
の
二
御
記
置
候
7
梅
花
文
二
御
用
意
候
時
も
可
有
之
候
や
。
埒
ノ
ア
カ
ヌ
尤
話
風
之
愚
説
に
て
い
ま
た
人
心
定
ま
ら
す
、
京
、
と
御
案
な
く
ハ
幸
甚
、
い
か
て
御
留
誌
候
や
談
度
候
。
わ
ろ
き
御
噂
聞
候
而
ハ
大
坂
、
和
泉
あ
た
り
ハ
何
か
厳
敷
希
有
ノ
様
二
可
被
答
候
。
一
御
功
夫
被
下
た
＜
候
。
儒
者
之
国
史
を
見
て
今
日
二
可
及
ホ
ス
ニ
然
ら
す
夫
合
以
下
ノ
国
史
へ
可
誌
事
ハ
い
と
／
＼
希
な
る
へ
し
如
何
」
申
止
候
。
勢
州
二
は
此
節
市
川
白
猿
大
あ
た
り
江
戸
合
之
御
下
知
二
而
ハ
ま
づ
其
興
行
す
ら
有
ま
し
く
と
存
候
事
二
御
座
候
。
芝
居
惣
而
三
ケ
所
各
流
行
も
し
神
部
二
而
格
別
欺
。
山
田
奉
行
之
御
心
得
違
欺
。
不
当
候
。
之
よ
し
社
友
よ
り
申
来
候
。
遠
州
あ
た
り
ハ
厳
敷
候
而
、
三
絃
な
と
も
此
方
ハ
尤
二
承
候
。
引
さ
ぬ
所
も
あ
り
と
か
承
申
候
。
一
琉
球
人
の
埒
と
も
御
示
被
下
を
か
し
く
奉
存
候
。
浦
添
王
子
は
養
子
に
て
候
哉
。
薩
麻
人
二
而
上
京
せ
る
山
田
清
安
か
門
二
相
成
候
よ
し
、
此
清
安
ハ
景
樹
珍
敷
承
候
。
か
は
り
候
様
之
さ
ま
も
相
見
え
不
申
候
。
に
て
当
地
へ
も
参
り
候
。
高
千
穂
あ
た
り
の
事
よ
り
紀
に
見
え
た
る
彼
辺
の
地
名
と
も
二
カ
を
尽
し一
大
功
二
而
彼
伝
候
よ
し
二
御
座
候
。
忠
友
も
東
大
を
得
申
候
。
さ
れ
と
古
道
ノ
為
ニ
ハ
大
か
た
ゆ
か
し
か
ら
ぬ
事
と
も
に
候
。
い
つ
れ
に
も
¥
Jれ
も
た
や
す
く
御
索
被
成
ま
し
く
候
。
け
に
ひ
か
言
と
お
も
ひ
と
り
し
下
と
か
く
軽
く
大
ら
か
に
又
こ
ま
か
に
御
再
考
被
下
度
、
事
も
有
之
候
へ
と
も
、
其
中
二
は
（
此
事
御
尤
二
奉
存
候
。
猶
す
て
か
ね
候
事
も
有
之
候
。
類
従
本
ハ
御
校
合
も
な
り
か
ね
候
は
ん
。
貴
説
如
何
゜
め
て
た
き
御
事
二
候
。
か
、
り
、
先
残
ら
す
出
来
立
そ
の
か
ミ
の
古
事
を
よ
く
明
ら
め
成
へ
。
小
子
ハ
こ
と
に
不
案
内
二
存
候
。
申
候
へ
と
も
畢
覚
こ
さ
か
し
き
女
の
随
筆
と
る
へ
き
程
の
事
も
無
御
座
候
。
神
の
死
至
へ
る
事
ハ
十
三
尊
（
コ
レ
モ
神
懸
り
ノ
伝
ア
リ
ケ
也
。
）
カ
グ
ッ
チ
（
コ
レ
モ
カ
シ
コ
カ
レ
ト
）
二
祈
ヲ
切
タ
ル
ガ
、
イ
サ
、
力
似
タ
リ
。
サ
テ
ハ
神
代
一
二
陵
卜
申
神
タ
チ
ア
ル
カ
其
外
ト
ミ
ニ
此
節
枕
卿
子
校
異
二
打
拙
生
昨
年
考
か
け
候
事
と
も
夫
々
御
書
入
被
下
奉
多
謝
候
。
謗
り
候
は
随
分
其
筈
之
事
と
存
候
。
書
紀
半
な
上
世
ハ
上
古
之
俄
二
て
事
の
よ
し
、
当
地
等
は
何
一
っ
さ
ま
二
御
座
候
。
其
内
御
改
革
寺
も
の
追
々
穿
堅
と
聞
え
申
候
。
を
か
し
き
か
き
り
と
も
被
存
候
。 逆
鉾
ハ
何
と
申
候
哉
埋
府
発
香
と
も
申
候
ハ
う
へ
也
。
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天
書
全
部
御
手
二
入
候
よ
し
、
ト
ソ
大
カ
タ
ク
ハ
シ
ク
キ
ケ
リ
御
口
々
々
」
リ
シ
事
証
ハ
ミ
ェ
ス
サ
テ
後
H
ス
ク
マ
ツ
ル
ト
云
フ
7
ハ
延
木
式
ニ
ミ
ェ
、
藤
原
奉
ス
ル
よ
り
ハ
ヤ
、
古
ケ
レ
ト
上
古
ヨ
リ
ア
忘
レ
タ
リ
。
荷
前
考
モ
草
稿
イ
デ
キ
合
」
神
楽
殿
ニ
ハ
御
代
々
々
ノ
御
霊
室
ア
リ
御
心
覚
も
条
々
承
度
候
。
マ
ツ
ル
7
ナ
シ
ト
ゾ
。
仏
法
モ
実
ハ
四
十
九
日
マ
テ
ハ
藤
原
家
ノ
氏
神
ト
イ
ヘ
ル
ハ
古
証
ト
ハ
シ
カ
タ
シ
3
他
ノ
コ
ヤ
ネ
命
ノ
末
孫
ノ
春
日
ヲ
氏
神
侍
る
よ
し
正
し
き
書
に
見
え
候
か
き
り
ト
云
ヘ
ル
7
ハ
見
ア
タ
リ
侍
ラ
ズ
。
ス
ベ
テ
父
祖
ヲ
マ
ツ
ル
7
ハ
古
伝
ニ
ミ
エ
サ
ル
カ
氏
神
と
て
祭
る
に
も
死
神
之
¥l前
二
申
候
。
死
神
を
祭
れ
る
例
承
度
候
。
死
給
へ
る
神
の
霊
を
祀
り
候
的
証
ヲ
得
ス
愚
意
解
シ
兼
候
~
ハ
赤
花
の
誤
に
て
是
も
葬
儀
の
証
と
奉
存
候
。
八
幡
大
神
の
事
は
別
儀
也
。
す
へ
て
に
わ
た
り
て
オ
モ
ヒ
出
ズ
。
も
し
く
ハ
死
人
ヲ
神
ト
シ
テ
祭
レ
ル
例
ト
ノ
玉
ヘ
ル
カ
（
｝
ソ
レ
モ
カ
ネ
テ
心
二
懸
候
て
惣
て
猶
考
得
候
ハ
、
可
申
ヒ
候
Q
天
武
紀
以
前
ト
ハ
何
故
御
か
ぎ
り
候
哉
。
承
度
候
。
伊
邪
奈
美
命
の
鼓
吹
や
旗
は
葬
式
に
て
死
神
／
~
人
ノ
亡
ト
ナ
リ
テ
ハ
ル
カ
後
ノ
祭
敗
卜
、
オ
シ
ア
テ
ニ
心
得
居
候
ひ
き
真
ノ
神
サ
マ
ヲ
ハ
祖
神
と
ハ
云
へ
け
れ
と
、
氏
神
と
ハ
い
ふ
ま
し
き
こ
と
わ
り
に
も
お
も
ハ
れ
候
{
)
さ
ハ
い
へ
ど
某
人
ヲ
サ
シ
テ
氏
神
ト
マ
ツ
レ
ル
的
証
ハ
キ
カ
ズ
~
)
コ
ヤ
ネ
ノ
命
ヲ
春
日
ノ
主
神
ト
シ
テ
雑
記
ニ
ア
ル
コ
ト
キ
書
サ
マ
大
漢
意
二
引
直
シ
タ
ル
モ
ノ
也
し
更
二
不
用
ノ
モ
ノ
也
。
夕
、
古
モ
め
て
度
奉
存
候
。
追
々
拝
見
仕
度
候
。
カ
、
ル
エ
セ
人
ア
リ
シ
ト
知
ル
斗
也
。
コ
レ
ニ
テ
見
候
ヘ
ハ
浜
成
式
も
真
書
カ
ト
オ
モ
ハ
レ
ス
桜
の
半
切
帖
み
申
弥
延
引
、
／
是
度
々
と
申
事
も
な
く
候
へ
と
も
、
余
り
御
な
れ
た
り
と
オ
モ
ヒ
出
て
申
候
也
。
其
外
貴
兄
ノ
御
詠
何
ニ
ナ
リ
圧
十
首
斗
御
誌
給
ハ
り
た
＜
候
。
大
慶
奉
存
候
。
七
月
九
日
夜
壬
九
月
廿
日
夕
な
夜
カ
ケ
テ
こ
れ
の
加
納
諸
平
大
人
よ
り
伴
侶
友
翁
に
宛
て
た
る
問
書
、
同
し
く
回
示
は
説
み
て
以
て
両
者
が
学
事
上
の
た
て
ま
へ
を
推
知
す
る
に
足
る
べ
く
、
考
証
論
究
広
汎
二
わ
た
り
皇
漢
学
の
こ
と
、
歌
学
の
こ
と
、
性
霊
の
こ
と
、
さ
て
は
鰻
玉
集
の
こ
と
よ
り
時
代
人
の
動
静
な
ど
二
も
及
ひ
、
音
二
資
料
の
み
と
し
て
も
そ
の
価
値
勘
少
な
ら
ず
、
さ
れ
ば
二
や
こ
の
中
の
あ
る
事
項
の
如
き
夙
く
す
で
に
引
用
掲
載
せ
る
書
物
さ
へ
見
受
け
つ
。
こ
れ
が
執
筆
の
時
代
は
歌
集
の
事
、
香
川
景
樹
に
干
伴
翁
七
信
友
先
は
あ
ら
ま
し
申
明
候
。
以
上
）
ハ
実
意
長
々
と
の
御
文
面
度
々
拝
見
よ
ろ
つ
お
も
ひ
や
り
候
（
辱
を
祭
る
に
や
と
奉
存
候
。
さ
る
ハ
亦
花
書
状
の
外
む
つ
か
し
く
御
座
候
故
也
。
不
日
さ
し
上
可
申
候
。
今
便
は
事
、
天
武
紀
以
前
二
御
座
候
哉
浜
成
ノ
人
ト
ナ
リ
ヨ
リ
考
テ
、
其
況
未
胸
中
ニ
ア
リ
上
諸
平
君
園田学園女子大学所蔵「加納諸平・伴侶友往復書簡」について
也
昭
和
十
一
年
六
月
六
日
於
我
誕
生
の
日
子
時
添
筆小
竹
園
主
人
識紫
水
す
る
事
、
壬
九
月
と
あ
る
記
事
な
ど
二
よ
り
て
之
を
天
保
十
四
年
大
人
三
十
八
歳
、
翁
七
十
一
歳
の
時
な
り
し
と
を
知
る
へ
く
、
か
く
両
大
家
の
墨
蹟
の
同
所
同
坐
二
あ
る
こ
と
、
ま
こ
と
に
め
て
た
＜
獲
か
た
き
名
翰
と
し
て
後
昆
に
伝
ふ
へ
し
。
大
人
の
事
蹟
数
多
け
れ
ど
鰻
玉
集
に
よ
り
全
国
の
歌
人
を
衝
動
奮
起
せ
し
め
し
こ
と
、
斯
学
発
展
上
の
功
業
を
た
た
へ
で
止
ま
め
や
。
と
こ
世
と
よ
め
る
あ
は
ち
た
ふ
う
た
人
の
う
た
よ
り
得
た
る
真
珠
し
ら
玉
（印）
J¥ 
